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論文内容要旨 

 

 現在，コーヌステレスコープクラウンには金合金が一般に用いられているが，金属アレルギー患者

には使用することが出来ないため，臨床での使用に制限がある．一方，ジルコニアは金属アレルギー

患者に適用可能であり，安定した価格で供給されるため，金属の代替材料として注目されている．

CAD/CAM システムによるコーヌステレスコープクラウンの製作は，作業効率の向上，作業時間の短縮

およびテクニカルエラーの減少を可能にすると考えられる．zirconia/alumina は，一般的に歯科で用

いられる Y-TZP よりも大きい破壊靭性値を持ち，耐低温劣化性に優れていることが特徴である．本研

究は，zirconia/alumina を用いたテレスコープクラウンの着脱回数が維持力および外冠の沈み込み量

に及ぼす影響について検討した．内外冠に使用する材料は，zirconia/alumina とし，CAD/CAM 装置を

用いて製作した．内冠は小臼歯を想定した支台歯と一体型とし，コーヌス角 2 °および 4 °の条件で

内外冠を製作した（n＝5）．繰り返し着脱試験は，繰り返し荷重値 50 N で着脱を 1 試料につき 10,000

回行った．維持力および外冠の沈み込み量の測定は，着脱 2,500 回ごとに行い，負荷荷重値は 50N お

よび 100N とした．統計学的解析として，コーヌス角および着脱回数を要因とする二元配置分散分析を

行い，着脱回数が有意となった場合，Bonferroni の多重比較検定を行った（α＝0.01）．負荷荷重値

50N の場合，初期維持力は 2°が 20.8 N，4°が 8.5 N，着脱 10,000 回後の維持力は 2°が 18.5 N，4°

が 6.0 N であり，4°の方が大きな減少率を示した．二元配置分散分析の結果，コーヌス角および着脱

回数が有意となり，2°の方が 4°より大きな維持力を示した．負荷荷重値 50N の場合，初期沈み込み

量は 2°が 122 μm，4°が 74 μm，着脱 10,000 回後の沈み込み量は 2°が 151 μm，4°が 96 μm で



あった．二元配置分散分析の結果，コーヌス角および着脱回数が有意となり，2°の方が 4°より大き

な沈み込み量を示した．繰り返し着脱により，維持力は減少し，沈み込み量は増加した．これらはジ

ルコニアの摩耗による影響と考えられる．しかし，zirconia/alumina の高い耐摩耗性により維持力の

減少は少なく，4°において臨床的に適切な維持力（5-9 N）を保ち続けた．本研究にて，適正なコー

ヌス角を選択することで，長期的に適正な維持力を保つことが可能であることが示唆された. 

 

論文審査結果要旨 

 

本論文は，zirconia/alumina を用いたコーヌステレスコープクラウンの長期的予後を明らかに

するために，長期使用を想定した外冠の繰り返し着脱試験を行い，着脱回数が維持力および沈み

込み量に及ぼす影響を検討したものである． 

現在，コーヌステレスコープクラウンには金合金が一般に用いられているが，金属アレルギー

患者には使用することが出来ないため，臨床での使用に制限がある．一方，ジルコニアは金属ア

レルギー患者に適用可能であり，安定した価格で供給されるため，金属の代替材料として注目さ

れている．CAD/CAM システムによるコーヌステレスコープクラウンの製作は，作業効率の向上，

作業時間の短縮およびテクニカルエラーの減少を可能にすると考えられる．zirconia/alumina は，

一般的に歯科で用いられる Y-TZP よりも大きい破壊靭性値を持ち，耐低温劣化性に優れているこ

とが特徴である．本研究は，zirconia/alumina を用いたテレスコープクラウンの着脱回数が維持

力および外冠の沈み込み量に及ぼす影響について検討した．内外冠に使用する材料は，

zirconia/alumina とし，CAD/CAM 装置を用いて製作した．内冠は小臼歯を想定した支台歯と一体

型とし，コーヌス角 2 °および 4 °の条件で内外冠を製作した（n＝5）．繰り返し着脱試験は，

繰り返し荷重値 50 N で着脱を 1 試料につき 10,000 回行った．維持力および外冠の沈み込み量の

測定は，着脱 2,500 回ごとに行い，負荷荷重値は 50N および 100N とした．統計学的解析として，

コーヌス角および着脱回数を要因とする二元配置分散分析を行い，着脱回数が有意となった場合，

Bonferroni の多重比較検定を行った（α＝0.01）．負荷荷重値 50N の場合，初期維持力は 2°が

20.8 N，4°が 8.5 N，着脱 10,000 回後の維持力は 2°が 18.5 N，4°が 6.0 N であり，4°の方が

大きな減少率を示した．二元配置分散分析の結果，コーヌス角および着脱回数が有意となり，2°

の方が 4°より大きな維持力を示した．負荷荷重値 50N の場合，初期沈み込み量は 2°が 122 μm，

4°が 74 μm，着脱 10,000 回後の沈み込み量は 2°が 151 μm，4°が 96 μm であった．二元配置

分散分析の結果，コーヌス角および着脱回数が有意となり，2°の方が 4°より大きな沈み込み量

を示した．繰り返し着脱により，維持力は減少し，沈み込み量は増加した．これらはジルコニア

の摩耗による影響と考えられる．しかし，zirconia/alumina の高い耐摩耗性により維持力の減少

は少なく，4°において臨床的に適切な維持力（5-9 N）を保ち続けた．本研究にて，適正なコー

ヌス角を選択することで，長期的に適正な維持力を保つことが可能であることが示唆された.  

以上より，zirconia/alumina を用いたコーヌステレスコープクラウンは長期にわたり維持力が

保たれることから臨床応用が可能であると考えられ，金属アレルギー患者にもコーヌステレスコ

ープ義歯を適用することができるため，本論文は博士（歯学）の学位を授与するに値すると判定

した． 
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論文内容要旨 

 静脈内鎮静法は、歯科治療時のストレスや恐怖心を和らげるために歯科臨床で用いられる。最近こ

の方法で用いられるようになったベンゾジアゼピン系薬剤であるミダゾラムが疼痛やストレスの多い

歯科治療下で、中枢に対してどのような影響を及ぼすかは今だ明らかにされていない。今回マイクロ

ダイアリシス法を用い、疼痛刺激下の静脈内鎮静法が、脳内ドーパミン（ＤＡ）系のひとつである線

条体のＤＡ代謝に及ぼす影響、電気刺激またはホルマリン刺激を施行することにより動物実験的検討

した。・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 以上より、ミダゾラムによる静脈鎮静法は、疼痛刺激による線条体への反応を抑制している可能性

があるという結論を得た。 

 

論文審査結果要旨 

 ミダゾラムを静脈内に投与し、ラット上唇部への侵害刺激が脳内にドーパミン代謝に与える影響に

ついて検討したものである。・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 以上、ミダゾラムの前投与が、侵害刺激による線条体ドーパミン代謝を抑制することが証明された

点において、本論文は博士（歯学）の学位を授与するに値すると判定した。 

 


